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実践団体情報（1 団体あたり 1 回だけ記⼊する内容です） 

必要に応じてセル（表の枠）の⾼さを調整していただいて構いません 
記⼊⽇ ⻄暦 2020 年１⽉ 11 ⽇（2019 年度のチャレンジプラン） 

実践団体名 岡崎市⽴常磐東⼩学校 

代表者名 近 藤 嗣 郎 

プラン全体のタイトル 
 

ワンチーム常磐東︕ 

〜地域・学校・関係諸機関が連携した防災活動〜 

電話番号 （０５６４）４６－２１０８ 

メールアドレス srkondo@st.oklab.ed.jp 

実践団体の説明 
団体の来歴や特徴などを書いてください 

常磐東⼩学校は約 120 年の伝統ある⼭間部の学校である。

この 20 年間で⼈⼝減少が進み、児童数は 46 ⼈。⼈やもの

と、関わる機会があまりなく、表現⼒が乏しく、素直であ

るが積極的な活動が苦⼿な児童がこれまで多かった。 

所属メンバー 代表 校⻑ 近藤 嗣郎  担任 教諭 伊藤 聡⼦ 

防災活動の中⼼は、⼩学 6 年⽣の 6 名 

活動地域 
〇〇地⽅・〇〇校区など活動地域の範囲に合
わせて記載してください．活動範囲が⼩さい
場合には都道府県名など場所が特定できる情
報を⼊れてください 

愛知県岡崎市⽴常磐東⼩学区で 6 つの町からなっている。 

⽶河内町・⼤柳町・安⼾町・新居町・⼩丸町・蔵次町 

・過疎化が進み⾼齢者が多く限界集落に近い町もある 

・県より⼟砂災害特別警戒区域に 117 か所指定されている 

活動開始時期・結成時期 平成 25 年（2013 年）9 ⽉から 

過去の活動履歴・受賞歴 
これまで⾏ってきた活動や受賞歴（チャレン
ジプラン以外も含む）をご記⼊ください 

2014 年度︓防災コンテスト(e 防災マップ)優秀賞  

2015 年度︓アクサユネスコ協会減災教育の研究助成校 

2015 年度︓学校防災シンポジウム愛知⼯業⼤で研究発表 

2016 年度︓東京海上⽇動教育振興基⾦の研究助成校 

2017 年度︓第 18 回「中部の未来創造⼤賞」で⼤賞(１位) 

2017 年度︓学校防災シンポジウム岐⾩聖徳学園⼤で発表 

2017 年度︓愛知県⻘少年⾚⼗字活動研究推進委嘱校で発表 

2018 年度︓第 49 回「博報賞」(教育活性化部⾨）受賞 

2019 年度︓防災教育チャレンジプランの研究委嘱校 

2019 年度︓ぼうさい甲⼦園で奨励賞を受賞 (全国 3 位) 

2019 年度︓ちゅうでん教育振興助成で研究成果を発表 
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プラン全体の概要 １ 研究のきっかけ 

 常磐東⼩学校は約 120 年の

伝統校である。過疎化が進み

⾼齢者中⼼の学区である。児

童数も減少し続けて 46 ⼈であ

る。県より「⼟砂災害特別警戒

区域」に 117 か所指定されており、台⾵や⼤⾬、地震等の

際、⼤きな⽯が崩落してくることも度々ある。最近、異常

気象で災害が多数発⽣しており、本学区も危険度が⾼くな

っている。しかし、地域の防災意識は低く、⼩学校が核と

なり防災活動をするよう総代会や社教から要望があった。 

児童の様⼦は、他⼈との関わりが少なく、意欲的に周囲

の⼈に話しかけるのが苦⼿である。また、級友は 6 年間⼀

緒で、積極性はみられない傾向にある。産業もなく⾼校を

卒業後は、地域から離れ

て転居する若者が多い。 

そこで、地域の要望と

児童の成⻑を願って、次

のような⽬的で、防災学

習を始めた。 

２ 研究の⽬的 

〇⼦供⾃⾝で、⾝の安全を確保できるようにする。 

〇地域の⽅々と協⼒し、防災アンケート、防災マップや看

板を作成して、地域の防災意識の⾼揚を図る。 
〇保護者・地域・大学・NPO 法人・行政と連携して

児童が多くの人との関りを体験する。 
〇地域の⼈と⼀緒に地域のための防災活動を推進すること

を通して⼦供⾃⾝が地域の⼀員としての⾃覚を育てる。 

〇⼦供の思考⼒・判断⼒・表現⼒を培い、活動の達成感を

体得し、⾃尊感情や⾃⼰存在感を育む。 

 

山に囲まれた学校 

赤十字社の方を講師に防災授業 
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プランの年間活動記録 

 プランの⽴案と調整 活動準備 実践活動 

4 ⽉ 降下訓練を追加 降下訓練の準備 第１回防災避難訓練 

5 ⽉ ⼼肺蘇⽣法の講師や器具 講師依頼アンケートの原案 防災減災授業 防災会議① 

6 ⽉ 防災アンケートとマイタ

イムラインの内容の精査 

講師・器具(⼈形・AED) ⼼肺蘇⽣法訓練(⾼学年対象) 

⼼肺蘇⽣法訓練(保護者対象) 

7 ⽉ アンケート等内容の修正 案内・資料 防災会議② 

8 ⽉ 各町の総代にアンケート

配付のお願い 

2 種類のアンケートの印刷 

消⽕器（⽔）の準備 

アンケート(地域・保護者) 

第２回防災避難訓練 

9 ⽉ まちあるきの内容等 

出前防災発表原稿・資料 

⼟砂災害マイタイムライン

の印刷  

親⼦防災学習 防災会議③ 

まちあるき（⼤柳・新居等） 

10 ⽉ 出前発表のために各町の

総代さんと⽇時の調整 

出前防災発表原稿・資料 

危険箇所の写真 

研究の中間発表（名古屋） 

電⼦マップの更新（授業） 

11 ⽉ 信⾥⼩学校との連絡 ⼟砂災害マイタイムライン 出前防災発表（⽶河内町） 

12 ⽉ 防災パンと保存⽔の注⽂ 

信⾥⼩学校と交信練習 

⼟砂災害マイタイムライン 

の調査⽤紙 

出前防災発表（⼤柳・新居・

⼩丸）  防災会議④ 

1 ⽉ 防災パンと保存⽔の発注 

TV 会議の案内状 

TV 防災会議の事前資料 第３回防災避難訓練(予告無) 

防災会議⑤ 

2 ⽉ 防災パンと保存⽔の配付 

研究発表会の案内発送 

TV 防災会議の当⽇資料 信⾥⼩と TV 防災会議 

防災パンと保存⽔の販売完了 

3 ⽉  研究発表会資料 校内防災研究発表会 

 

プラン全体の反省点・課題・感想 ① 活動の課題作りに苦労したが、アンケートの意⾒や結果

児童の意⾒、防災会議の⽀援で⾮常⾷の販売ができた。 

② ４回の出前発表を通して児童が次第に⾃分の⾔葉で地域

の⼈に語り、表現⼒・判断⼒・思考⼒が向上できた。 

今後の活動予定 ① 防災アンケートとまちあるき＆防災マップ更新は、７年

間継続して実施している。地域の防災意識や活動の振り

返るためにも、継続して実施していきたい。 

② ７年間の防災学習の成果を完成させ全⼾に配布したい。 


